
























































































































































































































r氷山モデルJ 具体的な施策､策梅内晋 補足蛇明 く神曲) 界変叢と各主体者との関係
輿緒
市場戦時/ LT)コマ-シt.ルを手垢 0)(湖在中辛を掘り恕こす)
串策の定頻 ②迅速性､利便性､寮費確菜､分かり易い還溝を案現厨 ◆Jt.-トj-カとの取引を中止 喧小南袖を受け取りに行く､嬰日密送実覗- 黄3.2
i-③.(1 主体者 鼎体的な主体者 tIきかけJ)考え方､ 参考 日産束はどうか)
頗寄 一般消す音テ'ハ●-ト/メーカ ①小雨杓を受取りに行く ほ喜j硬性∋②翌日配嬢をモッ トー (迅速性) +小荷榔 与っていくら
清原/能力 ①ネットワ-クの充実I)柁埠､尊書所の全笹展開 ㊥三線i の ぞくさ雌も0システム叫人 (貢全碕黄) 甘酸漣ヨは約束できない
2)取次店 ど七光;@:③罪機f ⑥ソ■-ン/サ伯'別料金 (分り易い運 耳小荷物の過恥 二時間辛
3)NEMシステL.など②商品開発力③規制を乗り越える能力 ! 斗) 寮3.3 規制寛濃の具体例
⑤司 ヨ止①- 鎗景勇 事例 具体的な取組 .内誓 従来,佃41の対応
L 猿堺の常漁 ①青む律でもビジネス①椛KOシュテムなど-般消 ◎ 務汲向け の 事 業 シ ス テ ム
を変えた にTjることを示した②拙戦喝を採算にのせ氏③貸付/取次店 葉ふ 無音対応に事轟システムを再構築した となっている②運送会社は伽をやらない○伽をかl'-する焚
規制者 運輸省､鮎政審
柏韓の仕組み A柱宮体制 (SD) i決ヨ 公取藩など 規鶴∃能! ②TV､升 寸､新開告を使い需要部選を汚
⑦小クループ利(へ◆テランSO◆新人SD) ②fも確③空文-,I(良く) ②世 つた(卦米屋などの取次店は上は期待できない③運送会11は荷主も事
供給者 自動畢会社 尊等
③歩き回る密来所 梢重臣シ又テム憲絶舶 供給食草土 ②附#*て佃 を起用した①羽金確下げ申嘉寿をし配達の}勃均を持ち､宅と寮鹿の架け機の役割を果たした④利用促進.愛国翌日遠 早期薬現､サーヒ■井者t'運送の7◆Dであった@料金は儲上げするも補完的生産者 取次店産癒廉馨 ①-戦時意拭 ①倫理性のある会社は最続き ①1 犀､ 氏 のである !
する! (ゆるきない信念) (;利f②③∃鵠壬生( 漁儀典馨 致那つく 息荷物を取りに行く⑥セ一丸耕一ラ仰一家多能エ ユ向上を目指した(9利便性向上を図る⑥セール朴 ラ`イハ`は荷物用 ⑤掃ってきた荷物家運②避雷は漁理である 夢③サゼ スが篤で利益はあと.I<く小食昌男氏のロマン>> ②欝 ぶ く鉄道､郵便局)(むトライハtEi運転の7`
代替品 自棄用事/ト}.Jク①商
供給者 袖凍手合ヰi 上に洩サ- として但書つけた かりから集金､テ◆一夕投入まで一連の仕事を行う 口､他の仕事はやらない
斬硬脊人音 郵便局 (SS8-ふるさと頂端抵) ① p7`
tt.規制ルール 小ー型車で運送した取扱事集免許を持たない者を取次店とし等急硬剤立て選窯申 一路線免許がおりない (》荷物は路糠トカケを
画民的なサービス､画民に幸 ③自 の解釈を変えた 鳩舎,小型車で対応 局 (鴇揺曳肝心畢)
ばれるサービスをやりたい ! 要の綴る く注) 荷物を受取り預るだけで東嶺輸送でない !③宅急便という新商品 ②取韻事*免許所有者が行う･@抱擁還常として漣わ
奉考文献 ('ll-'17)より作
舷争事 細硬属 (小包) (D他
#% 日本通運緒発宅配便集者 事象②全化で l*(557) だから路線価とは別 !れていた
批 規制積和には乾した ①免許申置薄を考え棲的に薬箱 (仙台/常蒲;S6日②宅急便P郎ユ'発売延期 (S5番;始められる)②行政訴訟を起こす(訂新聞に意見広沓 (忠督官庁への批判) ①*界の相帯のA-A(こ従う､官庁に逆らわない革②宅急便運賃制度研究会投雷 (S58:運輸省)
畢考文献 (`11-'i8)より什
rv.頒制そのも ⑦宅配便還常済可養婆 ①養婆制定に影野を与 ①讃)恩規制は受けるも




過信 イ盲芸言… ツ…渥 =∃ ::=モ=:;
栄 養∴二≡二浪感掬 東湖 躍 弊無勢.㌔:;1 =こ■1ミニ:潔榔 :
放送 曾 _三栄紫チ凍勝挺滞横束裁き葦毛重禰 瀞 饗等
衛星デジタル こき =.≡lJ専膏1.､:ト.:.;
夢チャンネル放送 恕盈Perf銘TVT p◆DiTocTYt■ /
マルチメディア菰最速雪景サ-ビスのターゲットとする搾娘
⊂=コ･い･卜､､､- r･rヾ '､･･Ll … `順 .I :､相 ､･ ､- '■L~.:
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5.1 要約 -A--I-1一･一1-Ill-.---Ill-1･--I- 62












































































































































習 練 ギ桝 書
照 I!;lこきi















































層 {:L/イ tー1-:として､システム的にとらえているところに特徴がある.I) このモデ
ルによれば､競争戦略を策定する場合には､自社並びに競争企業の目に見える相達
5








出所:D.F.エーへ■ん デュアル/ストラテジI P126 E)711
ばかりではなく､隠れた相達についても分析することが強要とされるO どの要素
(層)を差男胴ヒ要因とするかによってさまざまな競争戦略があるO例えば､競争力



















要国とタは5豊玉に分けて説明している.I夕帽5雷同は ｢業界の好機と脅威 (経済 ･技




























































































































































































れらは､PARTSと呼ばれ､プレイヤー 削ayeTS)､付加価値 摘dded Values)
ルール 沌ules)､戦術 汀acties)及び範囲 (Scope)が該当する0































































夜 鍋 禰 l:P= 茸…;…榊…::=総… 狭義の夢｢麓界広幸
〇一 02 C)3 04 05
集界 寮界 業界 纂界 集界
･:I.-I, 串:ざ::4 :こ:ド::;二･++.築葦築i≡浦= ･.-i:㌔










































































摘 )新規参入者 ;New Rival:New
既存の製品 ･サービスに対 して､何らかの新 しい付加価値を持って参入する事業
者である,.新規参入によって､既存の業界がより競争的になるはかりではなく､徳



























































属することになる｡ これらの主体者達は兎百害に対 して製品 ･サ-ビスあるいは代替




















･揃無:;=ぎて.i. 秦'I､:≡1:～-≡.'喜≡≡≡こ,≡:1脚 こいtL 雲 整.:柵ンこ, 白 骨 *辛 蘇

























































































































































































'81 1日2 '83-84 185 .86 ■87 '88 ■89 -90 ■91●92 -93 ･94年度
出所 :よくわかる連綿業界
2■7
いる_ 新規精根cT)克話についてi;/､昭和58年以哲.､取得蛸 j･]速 してい･=.た､ 凹 1.)
ヤマ ト連館に<i:る宅急便の閲始'Vこより､他U)大手精練 トラ :Jク企業もこぞ-二･1-LTこ
の宅配便分萱汀二番入してい･_-た､ヨ木通運 ･:ペリカン便)､フ･;.,･トワー/JlクスIj





なシェアを宥 している｡ また対前年度比でも107,尋%の伸びを示 しており､ヤ
































通運!+*草葉 外国人等に 還送 利用
よる国際賞 取次 還送
物還送取扱 串菓 事業
(局也) +i (隻 く酔(辞可,萱草) a) 可)
賞鞄遭遭取飯事療法
道路運送法

































































二三完 工 子-, -
自 企 業
ヤマ ト運輪



















竿慧霊去苧悪霊忘軍票志を)議芯還遠地 嘉悪霊販売 権 直)














テム開発 ∈榛)をはじめ､九州ヤマ ト運輸 綿巣)など地区別の子会社や関連業務を
司る千代田梱包工業 (樵)､ブックサ-ビス 洞泉)などがあるが､自企業の活動を




























































包である､., 従って､郵便局 (郵便小包)からみれば.､ヤマ ト運輸 (宅急便.)は主と
して一般家庭を顧客とする小荷物の宅配サービスの領域に対する新規参入者であっ













サービス名 提供者 サービス仕様 特記事項 (轟低違貰)
壬雷 到着日数
郵便小包 軒便薦 6kgS61日Ok 約5日
国鉄羊小荷物 囲鉄 30kg 約7日 注 :宅だ鉄道便0 (S57開始)ひかり等急便 60甫
小荷物 田藩通運 30kg 約 fB 注 :ヘ●リ力ン便 (S??帝位)















路線貨物業界を規制 しており､宅配便という業界を新たに創造 しようとするヤマ ト
運輸の動きを牽制 してきたo
ヤマ ト達幹は､宅急便を開始以来､次々に新 fJ-ビスを導入 してきた.､
昭和 58年 ; 『スキー宅急便』発売
昭和59年 ;:=ゴルフ宅急憤二発売
昭和60年 ;I引起らくらく八､･:/j_:発売
昭和 61年 ; 一時間便~莞売､ :I-コレJjトサ-ビス_j開始
























｢氷山モデル｣ 具体的 な施策､実施内密 補足説明 (理由)
業績
市場戦略〆 ①コマ-シャ井を実施 ① (潜在需要を掘り起こす)
事業の定義 ②迅速性､利便性､妾全確業､②小荷物を受け取りに行く､翌日配送薫
分かり易い運賃を実現 現,十一ン.里ス+別牛舎など




③規制を乗り越える能力 ! ③運輸省､同業者を相手に規制に挑戦o業罪 .社会の動向､マヤテインタヰ理論 削うで積極的に対応Oマスコミ 活用
組織の仕組 ①全員経営体制 摘 D)②小グループ ①業界の常識を破り､営業に関する交渉畢み 決定の権限をSDに委譲 した②ドラ翻十一〆事務の職労区分を廃止o誰で
軒 テランSD+新人SD) も管理職登用への道が開かれている
③歩き回る営業所 ③先進営業所のやり方に学ぶo現場同士の窓流を実施 した(白然に自己向上シ茸ムとして成立 してい<)
戦略意匠 ①倫理性のある会社は長続き 甘締営音の愉揮､SDのハ aTリツタ.マインド
する !｣ゆるぎない信念)②経営は論理である !③軒ヒせスが先で利益はあと !くく小倉昌男氏のUマン>>国民的なサ-ビス､国民に喜ばれるサービスをやりたい ! (お客様の信頼感､職業倫理があってこそ利用して偵けが② .デ刈ツトを刈ツトに変えるために考え､葉行するのが経営者の仕事･論理的に説明できないものはやるなう､企業/供給者の論坪から客/葉音者論理に転換 (宅急便への満足度を高め 一生の鱒事にしてしまう)
参考文献 (*11-*17)より作成
36







































スを聞始1LJ､競争事業者数が急激に増加 した なお､r卓抜は昭和57年に ｢宅配鉄
37
表3.Ll 業界史革と古主体者との習榛
主体者 具体的な主体者 働きかけ碍考え方､内容 参考 (従来はどうか)
歳事 -般消費者テ一十 一トト力 ⑦癖荷物を受取りに行 < (利便性)､十′一荷物括っていくも
②翌日配達をモツ卜- (迅速性) の !
③陀EOシステム導丸 く安全確実) ②配達日は約束できない
十十一十†イス十去声斗全 (分リ易い洋質)⑤宅配便に集中するため取引を中止 ③小荷物の追跡に時間要す⑥距離と重畳で細かく区分された複雑な料金⑤特定碍荷主に経営を左右 るぐ
規制者 運輸省､郵政省公取委など ①一般消費者に訴えかけ､積極的に①規制者への絶対服従､業
規制緩和に挑戦 したO規制は変更可 界の暗黙のルールに伴 う
能 ! ②公取委等は規制緩和促
②世論を背景に間接に働きかけた 進者として敷いた




補完的 取次店 ①-般消費者を熟知 している米 (手宅急便取次店の開発は
生育者 産直業者 屋､酒屋などを取次店とし､取扱手 口碑だが､失敗 している②他社も後で追随する通販 数料を通じて相互に潤 う仕組みをつくった②取次店を増や した く平8:28万)
代替品 皇車用車/トラック①商業貨物 との棲み分け､利便性向①中小企業向け物流は､荷
供給者 物流子会社 上による対抗 (後に中小企業向け坤 動きが少なく他社は敬遠
流軒ヒネス進出) してきた
新規参 郵便局eS58-ふ ① p骨相砂馳 g)の開始 (S58) 斗宅配噂では川幅まで
人音 るさと便開始) そ十ソ吾-ヒ十封こ乗り出す (S吊)i自ら宮レ宅急便､スキー宅急便等､需要の掘起こし､軒ヒやス領域の拡大を阿る ②第 3種郵便の領域
競争事 郵便局 (小包) ①他社が乗出す前､競争者不在時に｣濡単を見てから参入す




義堂 事例 具体的な取組 .内容 従来､他社の対応
l.業界の常識 ①宅配便でもビジネス①NE監0涼テムなど-般消 ①商流向けの事業システム




を起用 した⑧料金値下げ申請をし配達のノワハウを巧 業者も運送のフ¢口であと家庭の架け橋の役割を果たした⑥利用促進､全国翌日 つた⑥料金は値上げするも
た⑤荷物を取りに行く⑥転職ドラ翻小を多能エ 配達の早期実現､サ-ヒやス向上を目指した⑤利便性向上を図る⑥セ一服ドラ翻少は荷物預 のである 三⑤持ってきた荷物を運ぶ (鉄道､郵便局)⑥ドラ仰せは運転のプ◎
として位置づけた かりから集合､テ†づ投Aまで-連の仕事を行う 口､他のイ±事はやらない
Ft.親辛いレ-ル ①小型車で還送 した②取扱事業免許を持た甘路線免許がおりない①荷物は路線トラックを健




請 gS57) だから路線価とは別 !れていた
川.規制韓和に ①免許申請を積極的に②行政訴訟を起こす新聞に意見広告 く監 甘業界の暗黙のJ′一山こ
挑戦 した 実施 了工台/青森iS弓 従う､官庁に逆 らわな
1) い等
②宅急便p骨相や発売延 ②宅急便運賃制度研究
期 (S58;認められる)督官庁への批判) 会設置 (S58;運輸省)
lV.規制そのも ①宅配便運賃認可基準 ①基準制定に影響を与 ①②③規制は受けるも
のに影響を与え の制定 (S58) えた のである !




























































































































置して電気通信サービスを提供する ｢第 1種電気通信事業｣と第 1種事業者から設
備を借りて電気通信サービスの提供を行う ｢第2種電気通信事業｣に区分され､そ
の事業者の区分によって異なった規制が課せられている:: 図4. 2に規制の概念を
























































































星l:_系の買 l種事業者は､9生31末現在､ 桟 ヨ太サテIjイ トシステムズ (以下､
JSATという,一 会社鯖雲を3に.示すLI.､享有過信･棟 ･':以下､SCCという〕
会社概要を資料 4に示す ?I､NTTの3対l=加え､平成8年にはハチソン ･コ 一ー
ボL'イ ト･-;･/クLー7ス ･プライベ トー･リミテ､ンド (以下､HCAという)､バン.











試練サ-ヒスとして提供 してきた IPマルチキャス トと時'-ぶ1'-:f星TCP/ IPサ-
ビスを本サービスとして展聞している,～.SCCは､平成9年 l月よりDirecP




































サービス提供者 サービス名 サービスfL辛 任用衛星
SCC DirecPC 領内に雌 を放覆し､衛星経由のイント+.Jト7ク 良一PerbirdA
TCP/JP適任サヰ◆ス セスを推供○伝送する専1に応じて課金する料金体系を梓用○
DIC DiTecfn 米卸 二世鷹したN∝と嬢揺する.基本サーヒナス FAS-2
卜ヰ◆イントわトトヒ`ス 鉱 と同等だが､米昏hKX:内に高速動画サーハ◆-蜜投渡し､高精細な映橡配悟サゼ スを提供や
JSAT PーNcasl 専用線イJ-シ一のTCP/JP濃借サーヒ■スO書用のん-9-を浪遭し､地上系インタ-i.Jトと衛星の経路を制申する〇一PTA粥†朴,77●リケ-シヨンを利用○ 戯 T-2
NTT マみチ沖-イア衛星温情 東海東学や学習研究社と共同で､韓乗向けに寮駿を案施車○国内の衛星デジタル放送仕様 NSTAA
サ十●ス(実用実験) rD8V1に単軌し､同時にLFtG2で動画正作トヒ'スも繰快可鮮∧
ヘ'.JコウアJ.インターわト SPA旺-8 7●ひ1'イタ一向けサーヒ'スO米匡=二世薗したNKから固定的に8本の7.Eyl◆イクー向けに衛星リンクを形成するや品目は.15N-4叫ヒ'.Jト′秒. Phs-2

















ステ-ジ ー 2 2.5 3
アナログ時代 デ ジタル移行時代 デジタル本格時代 メデ ィア融合時代
(部集輔) (第2次部養欄) (奉格鹿争期) (新 たな発展期)
時 S60-H6 H7-H8 H 9-H12 H 13-
衛星 S60:通倦自由化 Hア:蔽紳鴻路大農災で Otkft(TV)とデータ Oail/渉AB/地上
:現JSAT蜂 衛星過借が見直される ft(PC)がai星溝価に 連価が複合/融合
:SCC校正 H8:衛星デジタル映像通倖開始 より､F)-ハ-ドウエア 化,必事に応じた:SAJAC放 で手攻 書tとJtソコン 遭堺が可搬となさ?H5 :JSATt%1* の融合がlt; 0メデイ7'の練合 .
･海星デジタル放送開始 Al含によりメガメ
洩惜 1健筆轟音の経営状況 衛星放送事典を開始して以来､兼り上げがイ■び Pbrf○cTV!,DIr○CTV､JSXY-tl) Tイ7'Q)大枚手代が効果○蚤界 喜率が改善 (約半分は放 ･衛星インタ-ネット, 妓鞠革新により.
は棟性的に赤寧続き 送で利用) 衛星データ配信 -放送 さらに汲傍と親御
の 都塵デジタル放送､海鼠 サービスに相次ぐ事入 の喪服な見直しが
動向 新規単葉として衛星2機麓菅が乱立 厳しい経営 インターネット羊のサー 窃萄最適情事集者､アブu 幣われ番?
ビス鞘姑に向け確領､煉 ケ-シヨンサ-ビス ◎離農適情事蒸着の
索中 者 ､ コ ン テ ン ツ 革 幕藩､ 淘汰が進むと同時
状況がはく 衛星2糠発音 :約一糾土程度 放 送 事 業 者 等 を 尊 重込hだ 合 従 連 衡 が 急 速に温む に新たな発展期にÅる?

















謁?ステージ :第2次凱其期 ;新サ ･ビス .技術の登場､ 1'嘆索郎:
第2,5ステ-ジ:競争期 ;新サービスの発展､事業者の合従連衡等




























































取り上げる､ このサービスは､荏星を利用 した高速のインタ -ーネ､:/卜接続や衛星デ






(ホームユース) (ビジネスユ ー ス)
通信






㌣占慧 去 車 もすデ-タ放送
マルチメディア衛星速†吉サービスのターゲットとする領妓















































長距～ 地域 園際 拝む 衛星 妹轟の7














































チ競 争 事 業者 空だ-
嘉墨書墓表 N* 賢議琶買‥
cATV革葉音働TVテ･づ放送戸oHO































































































喜董蓬 霊漂 蔓 霊冨離 園好適曙 ギ;移動体 言…遺構 芸t∵




















































































































































が{･換る､ /ルナメデ 1ーア符星通信 サ-ビスは､Per千ecIV!やr)irc･
cTVと技術基盤に共通点が多(､またこれらの基盤を薩って実施される衛星


























































































































[8]串と寓治 :小一タ-戦略論のすべて∴)三且 1､再∴!こL∴ (l醐告
[9]l,1∴ ホづ一書.土岐仲他調 :競争憶位の戦略.I,小イヤモンLl､社. Ll裾5)
m O〕膏藤業 :よくわかる運輸業界,日本実業出版社, 拍995)
二Il｣芸告写真次 :ヤマト運輸の ほ糾勿流_.!革命.オ -ー.1_人出版. 日照吊
｢121柳原I.夫 :トススタデノー ヤ叶運輸.暦応義塾人草ヒ､丁ネススク-ル. 日脚う)
[13]斡確実 :宅配便 現代輸送の･fノヘ＼弓-.成山笠書JrL]. (i!)!lyl)
[14]小余昌男 :宅急便の戦略経営.T/!TJ'ィーラL講話要約.第1烏ミ号
｢15]≡前雄･-:クロネコヤマ ト急成長の謎.工-ル出版社 ('巨)83)
[16二】久哲一郎 :宅急便 ･小倉昌男の需要創造の経営.同友飴. し1997)










[24二y｢l:NTTのIU年 )f)tq5-･二､,t冊i サーヒ､ス弓支何編.NT1-㌦ (l!)96)
[25二日経コミュニケーシ｢ン誌 :インタ-ネットは1/;;崖で進化する.Ej辞RP社, (19(I)7.0.I)
[26二E]経=ミュニトシ1ン誌 :niltl､し･両).｡O.jIl;サーヒ､スか∴卜､丁､ック;日経BP社, (1f)97)
iL27日H.細 甘 プ:r補完｣の発想で新市場を開拓.ヨ本経清新間. (1997.5.7)
[28]山田英夫 :逆転の競争戦略,生産性出版, 拍995)
[29]日立.放送事業に進出 cSで教育番堕.日本緯溝新聞, (=198.1.3)
[30]ド JーL･ハメJ工萩原貴子訳 :革新の戦鴫 そのi(原則.i)旧,FLlj-Ma】･, (1(997)






こl＼･ L98年版 情報 ･通信新語辞典 日経 BP社 (1flfr(-)



















できる､逓聴 されにくいなどのメリッ トがあり､大手の トラック賢者に(トごて積極
的に利用されている‥.
MPEG2 (MovingpictureExpertsGroup2)
現行放送や卜1DTV こ高塙紺テレビ)､AV機器などへの応用 を意識 した匡際標
準化中の畠能率符号化技術ぐ.lSOと IECの合同組織であるSC29/WGll
で標準化の作業を行-I:jTきた.､画像の転送レ- 卜は4Mから60Mビッ トの卜1DT















































































































































































ヤマ トシステム開発 (株)､九州ヤマ ト運輸 :描)､
四国ヤマ ト運輸 摘射 ､沖縄ヤマ ト運輸 (秩)､
京都ヤマ ト運輸 津島)､神戸ヤマ ト運輸 相射 ､
千Jt田梱包工業 .･:棟)､ヤマ トコレク トサ-ビス (樵)､
ヤマ トホ-ムサーービス :札:
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発行済株式総数 15912千株 (平成 9年9月30日現在)

























































東京支社 :東京､･､同素支社 :東京)､信越支社 (長野)､東海
支社 :二愛知:､北陸支社 ･:石川)､関西支社 (大阪)､中両支社



















和文名称 : 様式会社R本サJニライ トシステ1､ズ
美文名称 : JapanSateHiteSystemsine.




1993年8月17日 両社禽悌 く株)日本サテライ ト
システムズ設立
所在地








































































































者として通信衛星 ｢スーパ-バー ド｣を保有 し､国内 ･琵際における ｢衛
星通信サ･-1ビス｣､ ｢受託衛星放送サービス∴､ ｢怒号デジタルD.Ⅶ,1
サ-ビス.｣､及び ｢71)in.(､PCサービス.:を提供 しています｡





年度 JSAT売上 JSAT利益 SCC売上 SCC利益 1ヽ丁売⊥ N1'周り益
平成元年 7,897 -3,765 5,815 -3,714 注2 注2
2年 7,365 -1,459 註l o - - -
3年 25,108 壷57 0-3,900 3,491 -548
4年 20,187 1,856 - -工1伸 上807 -803
5年 且7,235 -611 14,416 -4,905 上028 -1,318
6 年 且5,688 -1,326 16,390 -2,308 884 -上343
7年 且6,740 -1,618 18,317 ㍗ll 959 -1,342
注l:SCCは､.平成2年2月の2号衛星の打ち上げ失敗､また同年 12月に
1号衛星の故障により運用を停止 し､平成4年の代替 2号機による再開
まで､2年 3ケ月r:i_;l業を停止している二
注2:NTTの衛星通信業務の収支状況につし､･では､ -NTT法附則第2集に
基づき講ずる措置｣により､毎年その進捗状況が郵政省へ報告される｡
i主3:JSA~T､SCCの利益は経常利益で､NTTの利益は営業利益で示すし
出所 :文献 (*21)､各社財務諸表および注2の報告による
79
